
講�座�の�特�徴

D�M�A�と�は

ヘビの種類の
見分け方って？

危険なのは
どんなヘビ？

私たちの身近には
どんな危険生物が

いるの？

山や里地、都市公園など、自然豊かな環境には事故やケガにつながる危険性をはらんだ様々な動植物が生息しており、
それらの中には命に関わるものもあります。
①ハチとその応急処置編 / ②ヘビとその応急処置 / ③その他の昆虫・動物とその応急処置 / ④植物編とその応急処置
以上4つの講座に分けて、彼らの驚くべき生態と、そこから導き出される効果的な予防法、さらに「まさか」の時の応
急処置などについて、じっくり学ぶことができます。
動画や標本を見ながら、クイズとワークショップ等も通じて学べるため「大変理解が深まる」と高評価です。
1年以内に4講座すべてを受講し認定テスト（Eラーニング）に合格すると【危険生物対策アドバイザー（DMA）】資
格が取得できます。

身近な危険生物から身を守るための対策とは？
被害に合ったらまずやるべきこととは？

「危険生物たちはそれぞれどこに住み、どんな場所を好むのか？」
「危険生物たちの毒は、人の身体にどのように作用するのか？」
彼らの驚くべき生態と、そこから導き出される効果的な予防法を学び資格を取
得することで、野外での事故予防はもちろん、子どもたちへの安全説明や自然
解説、所属されている団体内での研修等で、危険生物対策アドバイザーとして
の知識をご活用いただけます。

危険生物の種類に応じた予防法と応急処置
日本国内において、危険生物による死亡者数のワースト１位と２位であるハチとヘビ。最も身近であるハチとヘビについて、彼らの驚くべ
き生態とそこから導き出される効果的な予防法を徹底的に学びます。
また、その他にも数多く生息する危険生物は、その種類によって被害にあった際の応急処置も様々です。「粘着テープ」「生物体の除去」
「水洗い」「お湯洗い」「止血」「軟膏」「経過観察」・・・活動するフィールドのなかで“どんな生物が”、“どのように”危険なのかを判
別し、効果的な応急処置の選択が可能となるよう、幅広く危険生物の種類について学びます。

講義だけでなく標本からも学べる

人を惹きつける面白い「ネタ」をご紹介
登山やキャンプなどのアウトドアや、遠足、林間学校などの野外活動、また林業や農業、さらには幼稚園・保育園での日々のお散歩などに
おいて、野外で活動をしていると様々な生きものや植物に出会います。そんな時、参加者・子どもたちを「なるほど！」と思わせるよう
な、 危険生物たちの裏話、自然解説ネタも併せてご紹介します。

①～④講座どの順番でも受講可能
①～④講座をどの順番で受講してただいても構いません。オンライン講座では①～④講座
それぞれ個別でのお申し込みが可能です。対面講座では１日単位で２講座まとめての受講
となります。
1年以内に4講座を全て受講し認定試験（Eラーニング）に合格すると【危険生物対策アド
バイザー（DMA）】の資格を取得できます。

資格有効期間：2年
資格更新：オンライン形式による受講

ハチ類の標本や巣、ヘビ類の標本、さらに身近に生息する様々な危険生物の標本…つまり実物を見ながらその体のしくみや生態を詳しく学
べるので、知識が体験と結びついてより深く学べます。また、対面講座では合間に標本の写真も撮影して頂けます。受講者が人に伝える際
の教材としてご活用ください。数々の実物を見ながらクイズとワークショップ等も通じて学べるため「大変理解が深まる」と高評価です。

ハチに刺された！
まず最初に

やるべきことは？



受�講�者�の�声

カ�リ�キ�ュ�ラ�ム

講�座�概�要

■時間
①9:30～12:30　②14:00～16:45
③9:30～12:15　④14:00～16:45
（ 受付は各開始時間の15分前から）
お申込み後、当日の講座（ZOOM）のURL
をご案内いたします。

■定員
12名　（最少催行人数３名）
※先着順に受け付けております。
※ほとんどの方がお一人でのご参加です。
少人数で質問もしやすく、リラックスした雰囲気
で学べます。

■受講費
1講座あたり…5,500円（税込）
※危険生物対策アドバイザー資格認定
をご希望の方は、お申込み時に一緒に
申請してください。資格申請料は
2,200円（税込）です。

体験活動リーダースアカデミー事務局
（運営：プラムネット株式会社 子ども安全共育事業部）
〒221-0844 神奈川県横浜市神奈川区沢渡 1-2 Jプロ高島台サウスビル４F
TEL : 045-312-6052 FAX：045-312-6077   MAIL：eigyo@plumnet.jp
HP：https://www.fieday.net

講座概要・資格認定・研修モデル・講師派遣など、詳細はこちらまで・・・

■こんな先生に学生時代に出会えていたらもっと生物が好きになっていたかもしれません（50代・保育士）

■講義とサンプル（実物）の両方があったので、知識と体験がつながった（30代・教員）

■標本がたくさん並び、写真では分からない鱗の様子などよくわかりました（20代・学生）

■対策だけでなく、生態についても詳しく説明していただいてもらったので、納得して理解できた（20代・学生）

①ハチとその応急処置 / ②ヘビとその応急処置 / ③その他の昆虫・動物とその応急処置 / ④植物とその応急処置
危険生物対策講座は上記の4つの内容に分かれています。ご自身のお好きな順番で受けていただいて構いません。お好みの内容を単独で受
けていただくことも可能ですが、4講座すべて受けていただくことが危険生物対策に関する学びにおいて最も効果的となりますので、ぜひ
合わせてご受講ください。
なお、 【危険生物対策アドバイザー（DMA）】の資格を取得するには、 1年以内に4講座を全ての受講が必須となります。受講後、認定試
験（Eラーニング）に合格されますと認定証を発行いたします。

＜スズメバチ類＞ オオスズメバチ・キイロスズメバチ・コガタスズメバチ・モンスズメバチ・クロスズメバチなど　　
＜アシナガバチ類＞ キアシナガバチセグロアシナガバチ・キボシアシナガバチ・ホソアシナガバチ・フタモンアシナガバチなど　　
＜ハナバチ類＞ セイヨウミツバチ・コマルハナバチなど　　＜ヘビ類＞ アオダイショウ・シマヘビ
ジムグリ・ヤマカガシ・ニホンマムシ・ホンハブ・ヒメハブ・アカマタ・リュウキュウアオヘビ・サキシママダラなど

●解説予定の危険生物リスト●

■講師の話し方が分かり易く、楽しく話を聞けることができ、有意義であった（60代・野外教育スタッフ）

受�講�ス�タ�イ�ル

実�績

■個人で受けるなら
ZOOMによるオンライン形式、または弊社
会場での集合形式での受講となります。
オンラインではネットのつながる環境下で
あればご自宅やお好きな場所で受講可能で
す。講座の日程はこちらから。

■職場の仲間で受けるなら
講師派遣により、お好きな会場・人数・日程で受講でき
ます。また、ご要望に応じて研修内容のアレンジも可能
です。詳細やお見積もりなど、お気軽にお問い合わせく
ださい。

東京都・千葉県 保育士等キャリアアップ研修、広島県 自然保育認証団体 保育士等安全研修、長崎県大村市 子ども安全管理士講座、
東京都大田区 地域力推進課、八王子市私立幼稚園協会、千代田区 教育委員会事務局子ども部、埼玉県児童福祉研究会、蓮田市 保育士会、
明星大学、関東短期大学、森のようちえん全国交流ネットワーク

講座日程・お申込みページへ 講師派遣の詳細ページへ

HPはこちらから！


